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福
島
県
自
然
の
家
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福
島
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
、
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数

料
等
の
免
除
、
納
入
期
限
の
延
長
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
介
護
保
険
法
施
行
細

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並

び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
指
定
居
宅
サ
ー

ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
、
福
島
県
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
、
福
島
県
介
護

医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
、
障
害
者
の
利
用
に
係
る
公
の
施
設
の
使
用
料
の
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
廃
止

す
る
規
則
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
福
島
県
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
障
が
い
者
差
別
解
消
調
整
委
員
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
ふ

く
し
ま
医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
特
定
都
市

河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
細
則
、
福
島
県
漁
港
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及

び
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
三
月
二
十
六
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 
福
島
県
規
則
第
二
十
二
号 

福
島
県
自
然
の
家
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福
島
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
自
然
の
家
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福
島
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
（
平
成
十

八
年
福
島
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

本
則
中
「
第
八
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
九
条
」
を
加
え
る
。 
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附

　則 

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
総

　務

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
二
十
三
号 

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数
料

等
の
免
除
、
納
入
期
限
の
延
長
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数
料
等
の
免
除
、

納
入
期
限
の
延
長
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
福
島
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

本
則
の
表
三
の
項
中
「
動
物
取
扱
業
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
」
に
改
め
、
同
表
五
の
項
中
「
七

の
項
」
を
「
九
の
項
」
に
改
め
、
同
表
七
の
項
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
第
二
」
に
改
め
、
同
表
八

の
項
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
第
二
」
に
、
「
喫
茶
店
」
を
「
調
理
の
機
能
を
有
す
る
自
動
販
売
機

に
よ
り
食
品
を
調
理
し
、
調
理
さ
れ
た
食
品
を
販
売
す
る
」
に
改
め
、
同
表
九
の
項
中
「
別
表
第
三
の

三
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
一
の
項
」
に
改
め
、
同
表
十
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

十

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
則
の
表
十
一
の
項
中
「
別
表
第
三
の
五
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
二
の
項
」
に
改
め
、
同
表
十

二
の
項
中
「
別
表
第
三
の
六
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
七
の
項
」
に
改
め
、
同
表
十
三
の
項
中
「
別
表

第
三
の
七
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
八
の
項
」
に
改
め
、
同
表
十
四
の
項
中
「
別
表
第
三
の
八
の
項
」

を
「
別
表
第
二
の
十
三
の
項
」
に
改
め
、
同
表
十
五
の
項
中
「
別
表
第
三
の
九
の
項
」
を
「
別
表
第
二

の
六
の
項
」
に
改
め
、
同
表
十
六
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

十
六

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
則
の
表
十
七
の
項
中
「
別
表
第
三
の
十
一
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
九
の
項
」
に
改
め
、
同
表
十

八
の
項
中
「
別
表
第
三
の
十
二
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
三
の
項
」
に
改
め
、
同
表
十
九
の
項
中
「
別

表
第
三
の
十
三
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
五
の
項
」
に
改
め
、
同
表
二
十
の
項
中
「
別
表
第
三
の
十

四
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
四
の
項
」
に
改
め
、
同
表
二
十
一
の
項
中
「
別
表
第
三
の
十
五
の
項
」
を

「
別
表
第
二
の
五
の
項
」
に
改
め
、
同
表
二
十
二
の
項
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
第
二
」
に
、
「
魚

肉
練
り
」
を
「
水
産
」
に
改
め
、
同
表
二
十
三
の
項
中
「
別
表
第
三
の
十
七
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の

二
十
七
の
項
」
に
、
「
食
品
の
冷
凍
又
は
冷
蔵
」
を
「
冷
凍
食
品
製
造
」
に
改
め
、
同
表
二
十
四
の
項

中
「
別
表
第
三
の
十
八
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
の
項
」
に
改
め
、
同
表
二
十
五
の
項
中
「
別
表
第

三
の
十
九
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
四
の
項
」
に
改
め
、
同
表
二
十
六
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二
十
六

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
則
の
表
二
十
七
の
項
中
「
別
表
第
三
の
二
十
一
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
七
の
項
」
に
改
め
、

同
表
二
十
八
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二
十
八

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
則
の
表
二
十
九
の
項
中
「
別
表
第
三
の
二
十
三
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
九
の
項
」
に
改
め
、

同
表
三
十
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

三
十

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
則
の
表
三
十
一
の
項
中
「
別
表
第
三
の
二
十
五
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
二
十
の
項
」
に
改
め
、

「
み
そ
」
の
下
に
「
又
は
し
ょ
う
ゆ
」
を
加
え
、
同
表
三
十
二
の
項
及
び
三
十
三
の
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。 

三
十
二

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
三

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
則
の
表
三
十
四
の
項
中
「
別
表
第
三
の
二
十
八
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
二
十
一
の
項
」
に
改
め
、

同
表
三
十
五
の
項
中
「
別
表
第
三
の
二
十
九
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
二
十
二
の
項
」
に
改
め
、
同
表

三
十
六
の
項
中
「
別
表
第
三
の
三
十
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
二
十
三
の
項
」
に
改
め
、
同
表
三
十
七

の
項
中
「
別
表
第
三
の
三
十
一
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
二
十
四
の
項
」
に
、
「
め
ん
類
」
を
「
麺
類
」

に
改
め
、
同
表
三
十
八
の
項
中
「
別
表
第
三
の
三
十
二
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
二
十
五
の
項
」
に
改

め
、
同
表
三
十
九
の
項
中
「
別
表
第
三
の
三
十
三
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
三
十
の
項
」
に
、
「
缶
詰

又
は
瓶
詰
」
を
「
密
封
包
装
」
に
改
め
、
同
表
四
十
の
項
中
「
別
表
第
三
の
三
十
四
の
項
」
を
「
別
表

第
二
の
三
十
二
の
項
」
に
改
め
、
同
表
四
十
五
の
項
中
「
使
用
者
」
を
「
所
有
者
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
総

　務

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
二
十
四
号 

福
島
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
八
年
福
島
県
規
則
第
七
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
五
の
１
の
表
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
の
項
中
「0.05ミ

リ
グ
ラ
ム

」
を
「0.02ミ

リ
グ
ラ
ム

」

に
改
め
る
。 

別
表
第
五
の
３
の
表
大
腸
菌
群
数
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

大
腸
菌
数

１
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

800コ
ロ
ニ

 形
成
単
位

ー
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別
表
第
六
の
１
の
表
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
の
項
中
「0.04ミ

リ
グ
ラ
ム

」
を
「0.01ミ

リ
グ
ラ
ム

」

に
改
め
る
。 

附

　則 
こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
五
の
３
の
表
の
改
正
規
定

は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
水
・
大
気
環
境
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
二
十
五
号 

福
島
県
介
護
保
険
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
介
護
保
険
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
福
島
県
規
則
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

　第
三
条
第
一
項
中
「
並
び
に
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十

三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正

前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
一
条
」
を
削
る
。 

　第
四
条
中
「
又
は
旧
法
第
百
十
三
条
」
を
削
る
。 

　第
八
条
を
削
る
。 

　第
九
条
中
「
並
び
に
旧
法
第
百
七
条
の
二
第
一
項
」
を
削
り
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。 

　第
九
条
の
二
を
第
九
条
と
し
、
第
九
条
の
三
を
第
九
条
の
二
と
し
、
第
九
条
の
四
を
第
九
条
の
三
と

す
る
。 

　第
十
条
中
「
届
出
書
」
を
「
届
出
方
法
」
に
改
め
る
。 

　第
十
一
条
中
「
並
び
に
旧
法
第
百
十
三
条
の
二
第
四
項
」
を
削
る
。 

　第
十
二
条
第
二
項
中
「
届
出
書
」
を
「
届
出
方
法
に
よ
る
届
出
の
う
ち
書
面
に
よ
る
も
の
」
に
改
め

る
。 

附

　則 

１

　こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２

　こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
第
十
条
に
規
定
す
る
届
出
書
に
よ
る
届

出
は
、
改
正
後
の
第
十
条
に
規
定
す
る
届
出
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
齢
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
二
十
六
号 

福
島
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十

五
年
福
島
県
規
則
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　第
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
じ
る
方

法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
」
を
「
電
磁
的
記
録
媒
体
（
条
例

第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

　附
則
第
三
条
第
四
項
中
「
同
一
敷
地
内
に
あ
る
」
を
削
る
。 

　
　
　附

　則 

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
齢
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
二
十
七
号 

福
島
県
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
福
島
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
五
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

三

　病
院

　栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
（
病
床
数
百
以
上
の
病
院
の
場
合
に
限
る
。
） 

第
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方

法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
」
を
「
電
磁
的
記
録
媒
体
（
条
例

第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
齢
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
二
十
八
号 

福
島
県
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施

行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
福
島
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方

法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
」
を
「
電
磁
的
記
録
媒
体
（
条
例

第
二
百
七
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

第
四
十
一
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
（
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、

「
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
」
を
「
同
法
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中

「
前
二
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
「
及
び
入
院
患
者
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条

中
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。 

第
四
十
二
条
中
「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。 

第
四
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
設
備
に
関
す
る
基
準
） 

第
四
十
四
条
の
二

　条
例
第
二
百
六
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。 

一

　ユ
ニ
ッ
ト
及
び
浴
室
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二

　ユ
ニ
ッ
ト
、
廊
下
、
機
能
訓
練
室
及
び
浴
室
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

ア

　ユ
ニ
ッ
ト 

⑴

　病
室 
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㈠

　一
の
病
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
へ
の
指
定
短
期
入
所
療

養
介
護
の
提
供
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

㈡

　病
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活

室
に
近
接
し
て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
利
用
者
の
定
員
は
、

原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

㈢

　一
の
病
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

㈠
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

㈣

　ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

⑵

　共
同
生
活
室 

㈠

　共
同
生
活
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
利

用
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
形
状
を
有

す
る
こ
と
。 

㈡

　一
の
共
同
生
活
室
の
床
面
積
は
、
二
平
方
メ
ー
ト
ル
に
当
該
共
同
生
活
室
が
属
す
る
ユ

ニ
ッ
ト
の
利
用
者
の
定
員
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

㈢

　必
要
な
設
備
及
び
備
品
を
備
え
る
こ
と
。 

⑶

　洗
面
設
備 

㈠

　病
室
ご
と
に
設
け
る
こ
と
、
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

㈡

　身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

⑷

　便
所 

㈠

　病
室
ご
と
に
設
け
る
こ
と
、
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

㈡

　ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用

す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

イ

　廊
下
幅 

一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上

と
す
る
こ
と
。 

ウ

　機
能
訓
練
室 

内
法
に
よ
る
測
定
で
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
床
面
積
を
有
し
、
必
要
な
器
械
及
び
器
具

を
備
え
る
こ
と
。 

エ

　浴
室 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三

　前
号
イ
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事

業
所
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
短
期
入
所

療
養
介
護
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

四

　第
二
号
ア
⑵
の
共
同
生
活
室
は
、
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）

第
二
十
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
食
堂
と
み
な
す
。 

五

　前
各
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期

入
所
療
養
介
護
事
業
所
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る
こ

と
と
す
る
。 

２

　条
例
第
二
百
六
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一

　ユ
ニ
ッ
ト
及
び
浴
室
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二

　ユ
ニ
ッ
ト
、
廊
下
、
機
能
訓
練
室
及
び
浴
室
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

ア

　ユ
ニ
ッ
ト 

⑴

　病
室 

㈠

　一
の
病
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
へ
の
指
定
短
期
入
所
療

養
介
護
の
提
供
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

㈡

　病
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活

室
に
近
接
し
て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
利
用
者
の
定
員
は
、

原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

㈢

　一
の
病
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

㈠
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

㈣

　ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

⑵

　共
同
生
活
室 

㈠

　共
同
生
活
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
利

用
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
形
状
を
有

す
る
こ
と
。 

㈡

　一
の
共
同
生
活
室
の
床
面
積
は
、
二
平
方
メ
ー
ト
ル
に
当
該
共
同
生
活
室
が
属
す
る
ユ

ニ
ッ
ト
の
利
用
者
の
定
員
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

㈢

　必
要
な
設
備
及
び
備
品
を
備
え
る
こ
と
。 

⑶

　洗
面
設
備 

㈠

　病
室
ご
と
に
設
け
る
こ
と
、
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

㈡

　身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

⑷

　便
所 

㈠

　病
室
ご
と
に
設
け
る
こ
と
、
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

㈡

　ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用

す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

イ

　廊
下
幅 

一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上

と
す
る
こ
と
。 

ウ

　機
能
訓
練
室 

機
能
訓
練
を
行
う
た
め
に
十
分
な
広
さ
を
有
し
、
必
要
な
器
械
及
び
器
具
を
備
え
る
こ
と
。 

エ

　浴
室 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三

　前
号
イ
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事

業
所
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
短
期
入
所

療
養
介
護
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

四

　第
二
号
ア
⑵
の
共
同
生
活
室
は
、
医
療
法
施
行
規
則
第
二
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同

令
第
二
十
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
食
堂
と
み
な
す
。 
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五

　前
各
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短

期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る

こ
と
と
す
る
。 

第
四
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

９

　次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
第
二
号
ア
及
び
第
二
項
第
二

号
ア
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
一
」
と
あ
る
の
は
、
「
〇
・
九
」
と
す
る
。 

一

　条
例
第
二
百
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
六
十
六
条
に
規
定
す
る
委
員
会
に
お
い

て
、
利
用
者
の
安
全
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の

取
組
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
検
討
を
行
い
、
及
び
当
該
事
項
の
実
施
を
定

期
的
に
確
認
し
て
い
る
こ
と
。 

ア

　利
用
者
の
安
全
及
び
ケ
ア
の
質
の
確
保 

イ

　特
定
施
設
従
業
者
の
負
担
軽
減
及
び
勤
務
状
況
へ
の
配
慮 

ウ

　緊
急
時
の
体
制
整
備 

エ

　業
務
の
効
率
化
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
等
に
資
す
る
機
器
（
次
号
に
お
い
て
「
介
護

機
器
」
と
い
う
。
）
の
定
期
的
な
点
検 

オ

　特
定
施
設
従
業
者
に
対
す
る
研
修 

二

　介
護
機
器
を
複
数
種
類
活
用
し
て
い
る
こ
と
。 

三

　利
用
者
の
安
全
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
特

定
施
設
従
業
者
間
の
適
切
な
役
割
分
担
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。 

四

　利
用
者
の
安
全
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
取
組
に
よ

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担
軽
減
が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
齢
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
二
十
九
号 

福
島
県
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規

則
（
平
成
二
十
五
年
福
島
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
九
項
中
「
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

　指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三

10
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
過
疎
地
域
に
所
在
し
、
か
つ
、
入

所
定
員
が
三
十
人
の
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
福
島

県
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二

十
四
年
福
島
県
条
例
第
八
十
号
。
次
項
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
条
例
」
と
い
う
。
）

第
百
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
又
は
福
島
県
指
定
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島
県
条
例

第
八
十
二
号
）
第
百
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
（
以

下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
等
」
と
い
う
。
）
が
併
設
さ
れ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
等
の
医
師
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
医
師
に
よ
り
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
等
の
利
用
者
の
健
康
管

理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

　指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
条
例
第
九
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

11
指
定
通
所
介
護
事
業
所
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
等
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準

第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

基
準
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業

所
又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平

成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
が
併
設
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
併
設
さ
れ
る

事
業
所
の
生
活
相
談
員
、
栄
養
士
又
は
機
能
訓
練
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉

施
設
の
生
活
相
談
員
、
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
又
は
機
能
訓
練
指
導
員
に
よ
り
当
該
事
業
所

の
利
用
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

　指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る

12
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
又
は
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
が
併
設
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
併
設
さ
れ
る
事
業
所
の
介

護
支
援
専
門
員
に
よ
り
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

　第
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方

法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
」
を
「
電
磁
的
記
録
媒
体
（
条
例

第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
齢
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
号 

福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

（
平
成
二
十
五
年
福
島
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方

法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
」
を
「
電
磁
的
記
録
媒
体
（
条
例
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第
二
百
六
十
六
条
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
八
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
（
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、

「
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
」
を
「
同
法
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中

「
前
二
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
「
及
び
入
院
患
者
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条

中
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。 

第
三
十
九
条
中
「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。 

第
四
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
設
備
に
関
す
る
基
準
） 

第
四
十
一
条
の
二

　条
例
第
百
九
十
一
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。 

一

　ユ
ニ
ッ
ト
及
び
浴
室
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二

　ユ
ニ
ッ
ト
、
廊
下
、
機
能
訓
練
室
及
び
浴
室
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

ア

　ユ
ニ
ッ
ト 

⑴

　病
室 

㈠

　一
の
病
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
へ
の
指
定
介
護
予
防
短

期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。 

㈡

　病
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活

室
に
近
接
し
て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
利
用
者
の
定
員
は
、

原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

㈢

　一
の
病
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

㈠
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

㈣

　ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

⑵

　共
同
生
活
室 

㈠

　共
同
生
活
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
利

用
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
形
状
を
有

す
る
こ
と
。 

㈡

　一
の
共
同
生
活
室
の
床
面
積
は
、
二
平
方
メ
ー
ト
ル
に
当
該
共
同
生
活
室
が
属
す
る
ユ

ニ
ッ
ト
の
利
用
者
の
定
員
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

㈢

　必
要
な
設
備
及
び
備
品
を
備
え
る
こ
と
。 

⑶

　洗
面
設
備 

㈠

　病
室
ご
と
に
設
け
る
こ
と
、
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

㈡

　身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

⑷

　便
所 

㈠

　病
室
ご
と
に
設
け
る
こ
と
、
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

㈡

　ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用

す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

イ

　廊
下
幅 

一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上

と
す
る
こ
と
。 

ウ

　機
能
訓
練
室 

内
法
に
よ
る
測
定
で
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
床
面
積
を
有
し
、
必
要
な
器
械
及
び
器
具

を
備
え
る
こ
と
。 

エ

　浴
室 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三

　前
号
イ
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療

養
介
護
事
業
所
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

四

　第
二
号
ア
⑵
の
共
同
生
活
室
は
、
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）

第
二
十
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
食
堂
と
み
な
す
。 

五

　前
各
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を

設
け
る
こ
と
と
す
る
。 

２

　条
例
第
百
九
十
一
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。 

一

　ユ
ニ
ッ
ト
及
び
浴
室
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二

　ユ
ニ
ッ
ト
、
廊
下
、
機
能
訓
練
室
及
び
浴
室
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

ア

　ユ
ニ
ッ
ト 

⑴

　病
室 

㈠

　一
の
病
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
へ
の
指
定
介
護
予
防
短

期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。 

㈡

　病
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活

室
に
近
接
し
て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
利
用
者
の
定
員
は
、

原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

㈢

　一
の
病
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

㈠
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

㈣

　ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

⑵

　共
同
生
活
室 

㈠

　共
同
生
活
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
利

用
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
形
状
を
有

す
る
こ
と
。 

㈡

　一
の
共
同
生
活
室
の
床
面
積
は
、
二
平
方
メ
ー
ト
ル
に
当
該
共
同
生
活
室
が
属
す
る
ユ

ニ
ッ
ト
の
利
用
者
の
定
員
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

㈢

　必
要
な
設
備
及
び
備
品
を
備
え
る
こ
と
。 

⑶

　洗
面
設
備 
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㈠

　病
室
ご
と
に
設
け
る
こ
と
、
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

㈡

　身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

⑷

　便
所 

㈠

　病
室
ご
と
に
設
け
る
こ
と
、
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

㈡

　ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用

す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

イ

　廊
下
幅 

一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上

と
す
る
こ
と
。 

ウ

　機
能
訓
練
室 

機
能
訓
練
を
行
う
た
め
に
十
分
な
広
さ
を
有
し
、
必
要
な
器
械
及
び
器
具
を
備
え
る
こ
と
。 

エ

　浴
室 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三

　前
号
イ
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療

養
介
護
事
業
所
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

四

　第
二
号
ア
⑵
の
共
同
生
活
室
は
、
医
療
法
施
行
規
則
第
二
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同

令
第
二
十
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
食
堂
と
み
な
す
。 

五

　前
各
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介

護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備

を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。 

第
四
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

９

　次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
第
二
号
ア
及
び
第
二
項
第
二

号
ア
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
一
」
と
あ
る
の
は
、
「
〇
・
九
」
と
す
る
。 

一

　条
例
第
二
百
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
四
十
条
の
二
に
規
定
す
る
委
員
会
に
お
い

て
、
利
用
者
の
安
全
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の

取
組
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
検
討
を
行
い
、
及
び
当
該
事
項
の
実
施
を
定

期
的
に
確
認
し
て
い
る
こ
と
。 

ア

　利
用
者
の
安
全
及
び
ケ
ア
の
質
の
確
保 

イ

　介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
の
負
担
軽
減
及
び
勤
務
状
況
へ
の
配
慮 

ウ

　緊
急
時
の
体
制
整
備 

エ

　業
務
の
効
率
化
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
等
に
資
す
る
機
器
（
次
号
に
お
い
て
「
介
護

機
器
」
と
い
う
。
）
の
定
期
的
な
点
検 

オ

　介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
に
対
す
る
研
修 

二

　介
護
機
器
を
複
数
種
類
活
用
し
て
い
る
こ
と
。 

三

　利
用
者
の
安
全
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
介

護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
間
の
適
切
な
役
割
分
担
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。 

四

　利
用
者
の
安
全
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
取
組
に
よ

り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担
軽
減
が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
齢
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
一
号 

福
島
県
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則 

福
島
県
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行

規
則
（
平
成
二
十
五
年
福
島
県
規
則
第
四
十
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

附

　則 

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
齢
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
二
号 

福
島
県
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規

則
（
平
成
三
十
年
福
島
県
規
則
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　第
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方

法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
」
を
「
電
磁
的
記
録
媒
体
（
条
例

第
五
十
五
条
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
齢
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
三
号 

障
害
者
の
利
用
に
係
る
公
の
施
設
の
使
用
料
の
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
廃
止

す
る
規
則 

障
害
者
の
利
用
に
係
る
公
の
施
設
の
使
用
料
の
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
八
年
福
島
県

規
則
第
三
十
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

附

　則 

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
障
が
い
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
四
号 

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
福
島
県
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
福
島
県
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
三
十
年

福
島
県
規
則
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 
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　第
五
条
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

附

　則 
　こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
障
が
い
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
五
号 

福
島
県
障
が
い
者
差
別
解
消
調
整
委
員
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　福
島
県
障
が
い
者
差
別
解
消
調
整
委
員
会
規
則
（
平
成
三
十
年
福
島
県
規
則
第
八
十
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　第
一
条
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
障
が
い
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
六
号 

ふ
く
し
ま
医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

ふ
く
し
ま
医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
福
島
県
規
則
第
六
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
模
擬
手
術
室
」
を
「
、
模
擬
手
術
室
及
び
Ｐ
２
検
査
室
」
に
改
め

る
。 第

十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３

　条
例
別
表
の
二
の
表
Ｐ
２
検
査
室
附
属
設
備
（
規
則
で
定
め
る
も
の
。
）
の
項
の
規
則
で
定
め
る

も
の
は
、
別
表
の
三
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
附
属
設
備
と
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
額
は
、
同
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
附
属
設
備
の
別
ご
と
に
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。 

別
表
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。 

三

　Ｐ
２
検
査
室
附
属
設
備 

附
属
設
備
の
別

使

用

単

位

金

額

バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ

一
式
一
回

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　九
、
九
七
〇
円

エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
測
定
器

一
式
一
回

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　九
、
〇
四
〇
円

電
気
供
給
設
備
（
持
込
機 

一
Ｋ
Ｗ
に
つ
き

　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　三
三
〇
円

器
に
限
る
。
）

　
　
　
　

備
考 １

　使
用
単
位
の
う
ち
一
回
と
は
、
条
例
に
規
定
す
る
午
前
、
午
後
又
は
夜
間
に
対
応
す
る
時

間
を
い
う
。 

２

　指
定
管
理
者
は
、
こ
の
表
に
定
め
の
な
い
附
属
設
備
に
つ
い
て
は
、
当
該
附
属
設
備
の
種

別
、
用
途
等
を
勘
案
し
て
、
か
つ
、
他
の
附
属
設
備
に
係
る
利
用
料
金
の
額
と
の
均
衡
を
失

し
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
都
度
利
用
料
金
の
額

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

附

　則 

１

　こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２

　改
正
後
の
別
表
の
三
の
表
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
の
使
用
の
期
間
に
係
る
利
用

料
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
次
世
代
産
業
課
医
療
関
連
産
業
集
積
推
進
室
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
七
号 

福
島
県
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
細
則 

　（
趣
旨
） 

第
一
条

　こ
の
規
則
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
八

号
）
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
四
号
。

以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
及
び
福
島
県
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年

福
島
県
条
例
第
十
三
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五

年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。 

　（
計
画
説
明
書
） 

第
二
条

　省
令
第
十
六
条
第
二
項
の
計
画
説
明
書
の
様
式
は
、
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
及

び
対
策
工
事
の
計
画
説
明
書
（
様
式
第
一
号
）
の
と
お
り
と
す
る
。 

２

　前
項
の
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
及
び
対
策
工
事
の
計
画
説
明
書
に
は
、
雨
水
浸
透
阻

害
行
為
（
法
第
三
十
条
に
規
定
す
る
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
工
事

及
び
対
策
工
事
（
法
第
三
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
対
策
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
工
事
工
程
表
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　（
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
協
議
書
の
添
付
図
書
） 

第
三
条

　省
令
第
十
六
条
第
一
項
の
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
協
議
書
に
は
、
省
令
第
十
八
条
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　（
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
許
可
の
変
更
の
申
請
等
） 

第
四
条

　法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
申
請
書
の
様
式
は
、
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
変
更
許
可
申
請
（
協
議
）

書
（
様
式
第
二
号
）
の
と
お
り
と
す
る
。 

２

　法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
変
更
届
出
書
（
様
式
第
三

号
）
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３

　法
第
三
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
五
条
の
協
議
は
、
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
変

更
許
可
申
請
（
協
議
）
書
（
様
式
第
二
号
）
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４

　第
一
項
及
び
前
項
の
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
変
更
許
可
申
請
（
協
議
）
書
に
は
、
省
令
第
十
八
条
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
図
書
の
う
ち
法
第
三
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
法
第
三
十

七
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
伴
い
そ
の
内
容
が
変
更
さ
れ
る
も
の
を
添
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付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５

　省
令
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
図
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

　（
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
の
着
手
の
届
出
） 

第
五
条

　法
第
三
十
条
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工

事
に
着
手
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
着

手
届
出
書
（
様
式
第
四
号
）
に
よ
り
、
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　（
工
程
の
終
了
の
報
告
） 

第
六
条

　法
第
三
十
条
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工

事
が
次
に
掲
げ
る
工
程
を
含
む
場
合
に
お
い
て
、
当
該
工
程
に
係
る
工
事
を
終
了
す
る
と
き
は
、
そ

の
終
了
の
日
の
三
日
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一

　地
下
構
造
を
有
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置 

二

　前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
が
指
定
す
る
工
程 

　（
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
完
了
届
出
書
の
添
付
図
書
） 

第
七
条

　省
令
第
二
十
六
条
第
一
項
の
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
完
了
届
出
書
に
は
、
次
に

掲
げ
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一

　設
置
し
た
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
位
置
及
び
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
（
縮
尺
二
千
五
百
分

の
一
以
上
の
も
の
に
限
る
。
） 

二

　雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
構
造
詳
細
図
（
縮
尺
五
百
分
の
一
以
上
の
も
の
に
限
る
。
） 

三

　前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書 

　（
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
廃
止
届
出
書
の
添
付
図
書
） 

第
八
条

　省
令
第
二
十
六
条
第
二
項
の
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
廃
止
届
出
書
に
は
、
次
に

掲
げ
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一

　廃
止
の
理
由
及
び
廃
止
に
伴
う
措
置
を
記
載
し
た
書
類 

二

　雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
に
着
手
し
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
廃
止
時
の
当
該
土

地
の
現
況
地
形
図
（
縮
尺
二
千
五
百
分
の
一
以
上
の
も
の
に
限
る
。
） 

　（
検
査
済
証
の
交
付
） 

第
九
条

　知
事
は
、
法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
結
果
、
当
該
雨
水
浸
透
阻
害
行
為

に
関
す
る
工
事
が
法
第
三
十
二
条
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、

雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
の
検
査
済
証
（
様
式
第
五
号
）
を
法
第
三
十
条
の
許
可
を
受
け

た
者
に
交
付
す
る
。 

　（
標
識
の
様
式
） 

第
十
条

　次
の
各
号
に
掲
げ
る
標
識
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一

　法
第
三
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
標
識

　様
式
第
六
号 

二

　法
第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
標
識

　様
式
第
七
号 

三

　法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
識

　様
式
第
八
号 

四

　法
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
識

　様
式
第
九
号 

五

　法
第
七
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
標
識

　様
式
第
十
号 

　（
身
分
証
明
書
） 

第
十
一
条

　法
第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
七
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
証
明
書
は
身
分
証
明
書
（
様

式
第
十
一
号
）
の
と
お
り
と
し
、
法
第
七
十
四
条
第
二
項
（
法
第
七
十
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
証
明
書
は
身
分
証
明
書
（
様
式
第
十
二
号
）
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
書
類
の
提
出
部
数
） 

第
十
二
条

　法
、
省
令
及
び
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
提
出
す
る
書
類
の
部
数
は
、
正
本
一
部

及
び
そ
の
写
し
を
一
部
と
す
る
。 

附

　則 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第１号（第２条関係） 

注  １ その他の欄は、雨水浸透阻害行為に関する工事又は対策工事に伴い道路を設ける場合に、当該道路の名称、管理者（帰属先） 

等を記載すること。 

２ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 

 

雨水浸透阻害行為に関する工事及び対策工事の計画説明書 

設 計 者 

（法人の場
合は、主た
る事務所の
所在地、名
称及び代表
者の氏名） 

住所 

郵便番号         電話番号 

氏名 

 

雨水浸透阻害行為
の区域に含まれる
地域の名称 

  

雨水浸透阻害行為
に関する工事及び
対策工事の計画の
方針 

  

行為区域(対策工事
に係る雨水貯留浸
透施設の集水区域
が行為区域の範囲
を超えるときは、
当該超える区域を
含む。)内の土地の
現況 

宅 地 池 沼 水 路 ため池 

道 路 

(法面無 ) 

道 路 

(法面有 ) 

鉄道線路 

(法面無 ) 

鉄道線路 

(法面有 ) 

飛 行 場 

(法面無 ) 

飛 行 場 

(法面有 ) 

 (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡) 

舗装され
た 土 地 

( 法面を
除く。) 

舗装され
た 土 地 

( 法面に
限る。 ) 

ゴ ル フ
場 

運動場 

締め固め
ら れ た
土 地 

山 地 

植生に覆
わ れ た
法 面 

林地・耕
地・原野
そ の 他 

合 計 

 (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡) 

行為区域(対策工事
に係る雨水貯留浸
透施設の集水区域
が行為区域の範囲
を超えるときは、
当該超える区域を
含む。)内の土地利
用計画 

宅 地 池 沼 水 路 ため池 

道 路 

(法面無 ) 

道 路 

(法面有 ) 

鉄道線路 

(法面無 ) 

鉄道線路 

(法面有 ) 

飛 行 場 

(法面無 ) 

飛 行 場 

(法面有 ) 

 (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡) 

舗装され
た 土 地 

( 法面を
除く。) 

舗装され
た 土 地 

( 法面に
限る。 ) 

ゴ ル フ
場 

運動場 

締め固め
ら れ た
土 地 

山 地 

植生に覆
わ れ た
法 面 

林地・耕
地・原野
そ の 他 

合 計 

 (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡)  (㎡) 

対策工事に係る雨
水貯留浸透施設の
計画 

行 為 前 の 流 出 係 数 

  行 為 後 の 流 出 係 数 

  

行 為 前 の 流 出 雨 水 量 

 (㎥／秒) 
行 為 後 の 流 出 雨 水 量 

 (㎥／秒) 

雨水貯留浸透施設の計画 

名 称 容量又は規模及び構造 管理者(帰属先) 

      

      

そ の 他   
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第２号（第４条関係） 

  

 雨水浸透阻害行為変更許可申請（協議）書 

  年  月  日 

 福島県知事 様 

 申請者（協議者） 住 所 

氏 名 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電話番号 

 特定都市河川浸水被害対策法第 37 条第１項 
第 37条第４項において準用する同法第 35条の規定により、雨水 

浸透阻害行為 

の 許 可 を 受 け た 

について協議が成立した 

事項の変更について 

許可を申請 

協 議 

します。 

 

変
更

に
係

る
事

項
 

1 雨水浸透阻害行為の区域に含ま
れる地域の名称 

   

2 雨水浸透阻害行為区域の面積 (㎡) 
3 雨水浸透阻害行為に関する工事

の計画の概要 
  

4 対 策 工 事 の 計 画 の 概 要   

変 更 の 理 由   

雨 水 浸 透 阻 害 行 為 の 許 可 番 号      年  月  日 第     号 

伴
い

変
更

す
る

事
項

 
工

事
の

計
画

の
変

更
に

 

1 雨水浸透阻害行為に関する工事
の着手予定年月日    年   月   日  

2 雨水浸透阻害行為に関する工事
の完了予定年月日    年   月   日  

3 対策工事の着手予定年月日    年   月   日  

4 対策工事の完了予定年月日    年   月   日  

そ の 他 必 要 な 事 項 
  

※ 受 付 番 号   年  月  日 第     号 

※ 変 更 の 許 可 に 付 し た 条 件 
  

※ 変 更 の 許 可 番 号   年  月  日 第     号 

 

注 １ 変更に係る事項の欄及び工事の計画の変更に伴い変更する事項の欄は、変更をしようと
する事項について、変更後のものを記載すること。 

２ その他必要な事項の欄は、雨水浸透阻害行為の許可を受けた事項の変更を行うことにつ
いて、都市計画法、農地法その他の法令による許可、認可等を要する場合に、その手続の
状況を記載すること。 

３ ※印のある欄は、記載しないこと。 

４ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第３号（第４条関係） 

注 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 
 
 
 

雨水浸透阻害行為変更届出書 

  年  月  日 

 福島県知事 様 

届出者 住 所             
氏 名             
法人にあっては、主たる事務所の 
所在地、名称及び代表者の氏名 
電話番号            

 特定都市河川浸水被害対策法第37条第３項の規定により、雨水浸透阻害行為の許可を
受けた事項を変更しましたので、次のとおり届け出ます。 
 雨 水浸 透 阻 害 行 為 の 許 可 の 

許 可 番 号 
  年  月  日 第     号 

 

雨水浸透阻害行為の区域に含ま
れる地域の名称 

  

変
更
に
係
る
事
項

 

雨水浸透阻害行為
に 関 す る 工 事 の 
着 手 予 定 年 月 日 

変更後    年   月   日 

変更前    年   月   日 

雨水浸透阻害行為
に 関 す る 工 事 の 
完 了 予 定 年 月 日 

変更後    年   月   日 

変更前    年   月   日 

対 策 工 事 の 
着 手 予 定 年 月 日 

変更後    年   月   日 

変更前    年   月   日 

対 策 工 事 の 
完 了 予 定 年 月 日 

変更後    年   月   日 

変更前    年   月   日 

変 更 の 理 由 
  

そ の 他 必 要 な 事 項 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第４号（第５条関係） 

 

 

雨水浸透阻害行為に関する工事着手届出書 

 

  年  月  日 

 

 福島県知事 様 

届出者 住 所             
氏 名             
法人にあっては、主たる事務所の 
所在地、名称及び代表者の氏名 
電話番号            

 福島県特定都市河川浸水被害対策法施行細則第５条の規定により、雨水浸透阻害行為

に関する工事（許可番号    年  月  日 第  号）について、次のとおり着

手しましたので届け出ます。 

 
 

雨水浸透阻害行為に関する工
事の着手年月日 

年  月  日 
 

対策工事の着手（予定）年月日  年  月  日 

雨水浸透阻害行為の区域に含
まれる地域の名称 

 

工事施工者 
（法人にあっ 
ては、主た
る事務所の
所在地、名
称及び代表
者の氏名） 

住 所 
 

氏     名 
 

連 絡 場 所 （電話番号       ） 

現場管理者の 
氏     名 

 

 
注 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第５号（第９条関係） 

 

 

雨水浸透阻害行為に関する工事の検査済証 

第       号 

  年   月   日 

          様 

 

福島県知事   印 

 

 

 次の雨水浸透阻害行為に関する工事は、令和  年  月  日検査の結果、特定都市

河川浸水被害対策法第 32 条の政令で定める技術的基準に適合していることを証明します。 

 

 

許 可 番 号 年  月  日 第      号 

 

雨水浸透阻害行為の区域に含
まれる地域の名称 

 

 

 

許可を受け
た者（法人
に あ っ て
は、主たる
事務所の所
在地、名称
及び代表者
の氏名） 

住 所 

 

 

 

 

 

氏     名 

 

 

 

 

 

 

注 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第６号（第 10 条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 標識の大きさについては、これを設置する土地又は建築物等により、この様式により難

い場合は、「縦 15 センチメートル、横 30 センチメートル」、「縦 8 センチメートル、横 15

センチメートル」又は知事が指定する大きさとすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨 水 貯 留 浸 透 施 設 

福 島 県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 この雨水貯留施設は、特定都市河川浸水被害対策法第３０条の許可に係る

工事により設置されたものです。 

施設の名称 

 

検査済証番号 

 

施設の容量又は規模及び構造の概要 

 

この施設が有する機能を阻害するおそれのある行為をしようとする者は知事の許可

を要する 

 

施設の管理者及び連絡先 

 

標識の設置者及び連絡先 

90 センチメートル 

70 

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第７号（第 10 条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定都市河川浸水被害対策法による命令 

（雨水浸透阻害行為に関するもの）の公示 

 

命令を受けた者の住所及び氏名 

（法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

 

 

特定都市河川浸水被害対策法第 41 条第 1 項の規定により、  年  月  日

付けで               を命じた。 

 

 

    年  月  日 

 

                      福島県知事    印 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第 8 号（第 10 条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 標識の大きさについては、これを設置する土地又は建築物等により、この様式により難

い場合は、「縦 15 センチメートル、横 30 センチメートル」、「縦 8 センチメートル、横 15

センチメートル」又は知事が指定する大きさとすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保 全 調 整 池 

福 島 県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 この保全調整池は、特定都市河川浸水被害対策法第４４条第１項の規定に

より指定されたものです。 

名称 

 

指定番号 

 

容量及び構造の概要 

 

福島県知事への届出を要する行為 

 

保全調整池の管理者及び連絡先 

 

標識の設置者及び連絡先 

90 センチメートル 

70 

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第９号（第 10 条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 標識の大きさについては、これを設置する土地又は建築物等により、この様式により難

い場合は、「縦 15 センチメートル、横 30 センチメートル」、「縦 8 センチメートル、横 15

センチメートル」又は知事が指定する大きさとすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貯 留 機 能 保 全 区 域 

福 島 県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 この貯留機能保全区域は、特定都市河川浸水被害対策法第５３条第１項の

許可に係る工事により設置されたものです。 

 

名称 

 

指定番号 

 

位置 

 

貯留機能保全区域の管理者及び連絡先 

 

標識の設置者及び連絡先 

 

90 センチメートル 

70 

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第１０号（第 10 条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定都市河川浸水被害対策法による命令 

（浸水被害防止区域に関するもの）の公示 

 

命令を受けた者の住所及び氏名 

（法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

 

 

特定都市河川浸水被害対策法第 73 条第 1 項の規定により、  年  月  日

付けで               を命じた。 

 

 

    年  月  日 

 

                      福島県知事    印 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第１１号（第 11 条関係） 

（表面） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（裏面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第     号 

身  分  証  明  書 

 

所 属 

職 名 

氏 名 

 

 上記の者は、特定都市河川浸水被害対策法第 42 条第 1 項及び第

74 条第 1 項の規定により立入検査をすることができる者であるこ

とを証明する。 

         

交付年月日      年  月  日 

 

 

福島県知事   印  

 

8 センチメートル 

6 

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
 

 

特定都市河川浸水被害対策法（抜粋） 

 （立入検査） 

第 42 条 都道府県知事等は、第 30 条、第 37 条第 1 項、第 38 条第 2 項、第 39

条第1項又は前条第1項の規定による権限を行うために必要な限度において、

その職員に、雨水浸透阻害行為に係る土地（対策行為に係る建築物等を含む。）

に立ち入り、当該土地、当該雨水浸透阻害行為に関する工事若しくは当該対策

工事の状況又は当該対策工事により設置された施設を検査させることができ

る。 

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、

関係者の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

３ 第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたもの

と解釈してはならない。 

（立入検査） 

第 74 条 都道府県知事等は、第 57 条第 1 項、第 62 条第 1 項、第 63 条第 2 項、

第 64 条、第 66 条、第 71 条第 1 項又は前条第 1 項の規定による権限を行う

ために必要な限度において、その職員に、当該土地若しくは建築物に立ち入

り、当該土地若しくは建築物又は当該土地若しくは建築物において行われて

いる特定開発行為若しくは特定建築行為に関する工事の状況を検査させるこ

とができる。 

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、

関係者の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

３ 第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたもの

と解してはならない。 

令和 6年 3月26日　火曜日 福 島 県 報 号外第17号 20



                                       

─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様式第１２号（第 11 条関係） 

（表面） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（裏面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第     号 

身  分  証  明  書 

 

所 属 

職 名 

氏 名 

 

 上記の者は、特定都市河川浸水被害対策法第 77 条第 1 項の規定

により立入検査をすることができる者であることを証明する。 

         

交付年月日      年  月  日 

 

 

福島県知事   印  

 

8 センチメートル 

6 

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
 

 

特定都市河川浸水被害対策法（抜粋） 

 （立入検査） 

第 74 条 （略） 

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、

関係者の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

３ 第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたもの

と解してはならない。 

 （測量または調査のための土地の立入り等） 

第 77 条 国土交通大臣、都道府県知事若しくは指定都市等の⻑又はその命じた

者若しくは委任した者は、第 3 条第 3 項（同条第 5 項において準用する場合

を含む。）若しくは第 4 項の規定による特定都市河川流域の規定又は第 44 条

第 1 項の規定による保全調整池の指定に関する測量又は調査のためやむを得

ない必要があるときは、他人の占用する土地に立ち入り、又は特別の用途のな

い他人の土地を作業場として一時使用することができる。 

２−４  （略） 

５ 第 74 条第 2 項の規定は、第１項の場合について準用する。 

６−１０ （略） 
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　（
土
木
企
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
八
号 

福
島
県
漁
港
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
漁
港
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
福
島
県
規
則
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

第
十
四
条
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。 

第
十
号
様
式
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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第１０号様式の３（第11条の２関係) 

誓 約 書 

 私は、県管理漁港施設の使用に当たっては、下記の事項に相違ないことを誓約し、違
反する場合には使用許可の取消を受けることがあることに同意するとともに、異議を申
し立てません。 

記 
１ 漁港及び漁場の整備等に関する法律、福島県漁港管理条例その他船舶を運航するた

めに必要となる関係法令を守ります。 
２ 使用許可の期間中は、漁港の管理に支障を及ぼさないよう常に自己の責任において

船舶を安全かつ適正に管理し、漁港の利用に当たっては、漁港活動及び他の利用者の
支障となる行為はしません。 

３ 台風等荒天が予想されるときは、速やかに船舶の停係泊の状態を点検し、他に影響
を及ぼさないよう十分な措置を講じます。また、漁港管理者又はその委託を受けた者
から指示がある場合は、その指示に従います。 

４ 天災、盗難、事故等で船舶に損害を受けた場合は、自己の責任において処理します。 
５ 私の責めに帰する事由により第三者に損害を与えた場合は、自己の責任において処

理します。 
６ ごみ等は必ず持ち帰ることとし、漁港環境の美化に努めます。 
７ 県管理漁港施設内において自動車を駐車するに当たっては、周辺の迷惑にならない

よう十分注意するとともに、騒音防止に努めます。 
８ 指定施設の使用の許可により生ずる権利は、他人に譲渡し、担保に供し、又は転貸

しません。 
９ 使用許可の期間が満了した場合又は使用許可の期間内に使用をとりやめた場合は、

自己の負担で、速やかに原状に回復します。また、連帯保証人は、指定施設の原状回
復について、使用者と連帯して責任を負います。 

10 福島県暴力団排除条例第２条第１項第２号に規定する暴力団員ではありません。 

     年  月  日 

 福島県管理漁港施設指定管理者 

         使 用 者 住所又は所在地 

               氏名又は名称及 
               び代表者の氏名 

         連帯保証人 住     所 
               氏     名 

備考 
１ 使用者が個人の場合は署名し、法人の場合は名称及び代表者の氏名を記入する

こと。 
２ 「連帯保証人」欄は、使用者が法人の場合に当該法人の代表者が個人の立場に

おいて連帯保証人となり、署名すること。なお、使用者が個人の場合は、記入を
要しない。 
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第
十
三
号
様
式
か
ら
第
二
十
三
号
様
式
ま
で
の
様
式
中
「漁

港
漁
場
整
備
法

」
を
「漁

港
及
び
漁
場

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

」
に
改
め
る
。 

附

　則 
１

　こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２

　こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
福
島
県
漁
港
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
前
の

規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
申
請
書
及
び
協
議
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後

の
福
島
県
漁
港
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
申
請
書
及
び
協
議
書
と
み

な
す
。 

３

　こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
申
請
書
及
び

協
議
書
の
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
港

　湾

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
九
号 

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

別
表
第
二
の
一
の
表
福
島
県
営
森
合
団
地
の
項
及
び
福
島
県
営
南
白
土
団
地
の
項
を
削
る
。 

附

　則 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
建
築
住
宅
課
） 
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